






〔目的〕 

 前回はハイリスク新生児の危険因子を調べ,脳性麻痺を後障害として発生させる要因の

重みづけを行ない,重回帰分析の階段的回帰手順を用いて,脳性麻痺発生の確率を求め,又

それと同時に,判別関係において,脳性麻痺群と正常群との二群に判別を行なったが,今回

は,その後の二年間にハイリスク新生児として,日大板橋病院 NICU に入院した児につい

て,outcome score をあてはめ,その有用性を検討してみた。 


